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上庄区で上庄魅力化委員会が
清掃活動を行ないました

8月6日、上庄区で豊岡宮本横穴群やホタル生息

地の東
ひがし

谷
たに

川
がわ

、塩
しお

浸
ひたし

川
がわ

の清掃活動を行ないました。こ

の活動は、上庄魅力化推進事業の一環として年3回

実施しています。ことし2回目の今回は27人が参

加し、猛暑の中、草刈りやゴミ拾いなどを行ないま

した。委員長の青
あお

木
き

建
けん

二
じ

さんは「この活動を通して、

上庄区の自然や伝統を次の世代に守り継いでいきた

い」と想いを語りました。

清掃をする委員の皆さん

ともに歩んで50年
第64回熊日金婚夫婦表彰･市金婚夫婦表彰

9月14日、ヴィーブルで第64回熊日金婚夫婦表

彰･市金婚夫婦表彰式を行ないました。ことしは、

1972年（昭和47年）に結婚した夫婦35組が出席。

代表して新
しん

村
むら

清
きよし

さん、伊
い

津
つ

子
こ

さん夫婦（木原野）へ

市長から表彰状を渡しました。

受賞者を代表して、田
た

代
しろ

宏
ひろ

男
お

さん（すずかけ台）

が「金婚式を迎えることができ、家族に感謝してい

ます」と謝辞を述べました。

受賞者代表の新村さん夫婦（左）と田代さん夫婦（右）

市サッカー協会主催第1回合志カップ
タイケンスポーツクラブが優勝

8月28日、市総合運動公園で第１回合志カップ

が開催されました。大会は、チャンピオンシップの

部とフレンドリーの部に分かれて行なわれ、両部門

でタイケンスポーツクラブのチームが優勝しまし

た。TAIKEN.FC熊本の牟
む

田
た

啓
はる

人
と

さん（西合志中央

小6年）は「練習で築いてきたチームワークで優勝

できました。フレンドリーの部（４年生）も優勝して

ダブルで嬉しいです」と感想を述べました。

チャンピオンシップの部で優勝した、タイケンスポーツクラブの選手たち

千唐流空手�第16回全日本選手権大会
武豊館の選手が活躍

8月6日、熊本市総合体育館で国際千唐流空手道

連盟第16回全日本選手権大会が開催され、武豊館

（クラブこうし）の選手が好成績を収めました。

ジュニアC女子個人形・女子個人組手の部では、

桝
ます

永
なが

春
はる

菜
な

さん（西合志南中3年）が見事優勝。また、

ジュニアE男子個人形の部では、中
なか

島
しま

唯
ゆい

翔
と

さん（西

合志南小5年）と、松
まつ

山
やま

晄
こう

也
や

さん（西合志南小４年）

が敢闘賞を受賞しました。

武豊館の選手たち。須屋市民センターで週3回練習しています

市軟式野球連盟主催
会長旗低学年大会で優勝

７月16・18日、市総合運動公園で市会長旗低学

年大会が開催され、南ヶ丘ガッツの5年生以下チー

ムが４年ぶりに優勝しました。南ヶ丘ガッツは初戦

を４年生チームが突破し、5年生の団結力・指導陣

の戦略・保護者の応援と、チーム全体で優勝を勝ち

取りました。上
うえ

田
だ

壮
そう

真
ま

さん(南ヶ丘小5年)は「優勝で

きて嬉しかったです。感謝の気持ちを忘れずにみん

なで練習を頑張りたいです」と話しました。

優勝した南ヶ丘ガッツの選手たち

かけがえのない命のバトンを繋ぐために
『赤ちゃんふれあい交流体験』

8月3日、市社会福祉協議会で中高生のワーク

キャンプを実施しました。赤ちゃんとふれあいなが

ら、お母さんから妊娠・出産の話を聞きました。ま

た、元慈恵病院看護部長の田
た

尻
じり

由
ゆ

貴
き

子
こ

さんの講演で

は、こうのとりのゆりかごでの経験を交えたお話を

聞き、命の尊さについて学びました。参加者からは

「命は自分だけのものじゃない」「自分も愛されてい

ることを実感した」などの感想がありました。

講習を受け、赤ちゃんの人形で練習をしてから、実際にふれあいました

合志技研�GOSHI�Racing�が総合力を発揮
鈴鹿８耐　初出場で12位完走

8月７日、三重県の鈴鹿サーキットで2022FIM

世界耐久選手権第3戦“コカ・コーラ”鈴鹿8時間

耐久ロードレース第43回大会の決勝レースが行な

われ、合志技研工業株式会社の社内チームである

GOSHI Racingが初出場で12位完走という素晴ら

しい成績を残しました。

合志技研工業は、二輪の排気・車体系部品メーカー

で、本社は蓬
ふつ

原
はら

工業団地内にあります。鈴鹿8耐

には同社で開発・製作を行なうオリジナルマフラー

を装着して出場。8時間走り続ける過酷な耐久レー

スを走り切りました。開発ブロックのブロックリー

ダー兼レーシング部監督の永
なが

田
た

郁
ふみ

晴
はる

さんは「鈴鹿8

耐は、開発力強化・人材育成のために掲げた目標で

あり、レーシング部の“夢”でした。その夢を実現し、

総合力・チーム力で完走した今回の結果には大変満

足しています」と喜びを語りました。

①スタートライダーを務めた田尻選手　②ゴール後のパレードラップを走る黒木選手
③このバイクを、10月15日(土)に同社が開催する合志技研秋まつりでも展示する予定です　④オリジナルマフラー製作の様子　⑤オリジナルマフラー『54R!』
⑥８月23日、市役所を訪れ市長に完走を報告しました。左から、荒木市長、黒

くろ

木
ぎ

玲
れい

徳
とく

選手、田
た

尻
じり

悠
ゆう

人
と

選手、志
し

賀
が

幸
ゆき

光
みつ

代表取締役社長
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